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図2．簡略ブロック図図1．基本接続図

はじめに
LTC6900は高精度ローパワー発振器で、非常に使いやす
く、非常に小さな実装面積しか必要としません。これは
LTC1799の低消費電力版です。

LTC6900の出力周波数fOSCの範囲は1kHz～20MHzです。
周波数は図1に示されているように、外部抵抗RSETと3状
態入力の周波数分周ピンを使って設定されます。
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独自設計の帰還ループがRSETと出力周波数の関係を直線化
しますので、周波数の精度は既に上式内です。ディスク
リート部品を使ったRC発振器とは異なり、出力周波数を決
定する計算表はLTC6900には不要です。

LTC6900の簡略ブロック図を図2に示します。LTC6900
マスタ発振器は、V+とSETピンの電圧の比およびSETピン
に流れ込む電流IRESによって制御されます。IRESが正確に
抵抗RSETを流れる電流であるかぎり、(V+－VSET)/IRESの
比はRSETに等しく、LTC6900の周波数はRSETの値にだけ
依存します。この手法により、全周囲温度で標準±0.5%の
精度が保証されます。

図2に示されているように、SETピンの電圧は内部バイア

スおよびPMOSトランジスタのゲート-ソース電圧によって
制御されます。SETピンの電圧（VSET）は標準でV+より
1.1V下です。

出力周波数のプログラミング
図1に示されているように、LTC6900の出力周波数は
RSETの値を変えることによってプログラムすることがで
き、発振器の精度は指定されたとおりになります。図3に
概念的に示されているように、周波数はSETピンに流れ込
む電流とSETピンから流れ出す電流を制御することによっ
てもプログラムすることができます。この手法は精度を下
げることがあります。というのは、 図2に示されているよ
うに、(V+－VSET)/IRESの比がもはやRSETの値にだけ依存
するわけではないからです。この精度の低下はIPROGの大
きさがIRESとそれほど違わなくなると無視できなくなりま
す。LTC6900の周波数の変動はそれでも単調です。

図3に示されているコンセプトを実装する方法を図4に示し
ます。この方法では2番目の抵抗RINをSETピンとグランド
を基準にした電圧源VINの間に接続します。

図4で与えられた電源電圧では、LTC6900の出力周波数は
VIN、RIN、RSET、および(V+－VSET) = VRESの関数です。
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、LTCとLTはリニアテクノロジー社の登録商標です。
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図3．電流操作によるプログラミングのコンセプト

図4．図3に示されているコンセプトの実際
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図5．出力周波数と
入力電圧
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図6．出力周波数と
入力電圧

VIN = V+のとき、LTC6900の出力周波数は最高値をとり、
その値はRINとRSETの並列接続によって設定されます。さ
らに、出力周波数fOSCはVRES = (V+－VSET)の値に依存し
ないので、fOSCの精度はデータシートのリミット値内であ
ることに注目してください。

VINがV+より小さいと、特にVINがグランドの電位に近づく
と、発振器の周波数fOSCは最低値をとり、その精度はVRES
= (V+－VSET)の変化によって影響を受けます。25℃では、
V+の変化が±5%であると仮定すると、VRESは±8%変化し
ます。VRESの温度係数は0.02%/℃です。VINがV+を基準に
したDACの出力の場合、VRESは電源の影響を受けないこ
とに注目してください。

上述のfOSCの計算式を変形して、図4に示されている外部
抵抗RSETとRINの値を設定する簡単なアルゴリズムを得る
ことができます。

1. 最大入力電圧VIN(MAX) ≤ V+で生じる最大発振周波数
fOSC(MAX)の値を選びます。

2. 最小入力電圧VIN(MIN) ≥ 0で生じる最小発振周波数
fOSC(MIN)の値を選びます。

3. VRES=1.1Vを選んで、RIN/RSETの比を次式を使って計
算します。
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RIN/RSETが分かったら、次式を使ってRSETを計算します。
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例1：この例では、発振器の出力周波数は小さく偏りま
す。これは、システムの周波数を公称値の近辺に同調させ
る場合に便利です。

VIN(MAX) = 3Vに対してはV+ = 3V、fOSC(MAX) = 2MHzに
します。VIN = 0Vに対してはfOSC(MIN) = 1.5MHzにしま
す。式(3)を使ってRIN/RSETを解くと、RIN/RSET = 9.9/1
が得られます。式(4)からRSET = 110.1kΩとなります。
RIN = 9.9RSET = 1.089MΩです。標準抵抗値として、
RSET = 110kΩ(1%)とRIN = 1.1MΩ(1%)を使います。fOSC
とVINの測定値を図5に示します。1.5MHzから2MHzでの
周波数の偏りは非常に限られているので、fOSCとVINの関
係を示す曲線は直線になります。

例2：1ボルトで1オクターブだけ発振器の周波数を変化さ
せます。入力電圧が1V変化するときfOSC(MIN) = 1MHzで、
fOSC(MAX) = 2MHzであると仮定します。最少入力電圧は
電源の半分です。つまり、VIN(MIN) = 1.5V、VIN(MAX) =
2.5VおよびV+ = 3Vです。

式(3)からRIN/RSET = 1.273が得られ、式(4)からRSET =
142.8kΩが得られます。RIN = 1.273RSET = 181.8kΩと
なります。標準抵抗値として、RSET = 143kΩ(1%)とRIN
= 182kΩ(1%)を使います。

fOSCとVINの測定値を図6に示します。1.5Vより高いVINで
は、VCOは高い直線性を示します。VINが1Vより小さくな
ると直線性を失いますが、VCOは単調性を保ちます。

VCO変調の帯域幅は25kHzです。つまり、LTC6900はDC
～25kHzの範囲で周波数プログラミング電圧VINの変化に
応答します。
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